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顧
問 

 
(

柳
川) 

梁 

廣
相 

「
少
子
・
高
齢
化
」 

社
会
と
言
う
と
、
高
齢
者
だ
け
が
増
え
、
衰
退

し
た
社
会
の
悪
の
根
源
の
様
に
受
け
取
ら
れ
る
様
な
昨
今
。 

年
金
を
全
額
ま
と
も
に
受
け
取
る
方
が
悪
い
み
た
い
に
言
わ
れ
る 

が
、
税
金
も
社
会
保
険
料
も
介
護
保
険
ま
で
全
部
天
引
き
さ
れ
、
正
直 

に
納
め
て
き
た
世
代
が
、
厄
介
者
扱
い
さ
れ
る
謂
わ
れ
は
な
い
。 

戦
後
一
貫
し
て
、
近
経
学
者
は
何
で
も
値
上
が
り
す
る
故
、
買
っ
て

置
け
と
そ
そ
の
か
し
、
不
動
産
屋
と
株
屋
は
土
地
・
株
を
ま
る
で 

「
打
ち
出
の
小
槌
」
の
様
に
勧
め
た
。
銀
行
屋
も
歩
積
み
両
建
て
で
、

わ
れ
先
に
と
預
貯
金
を
か
き
集
め
大
量
に
融
資
し
た
の
で
あ
る
。
誰
も

が
グ
ラ
フ
の
右
肩
上
が
り
を
疑
わ
ず
、
人
口
動
態
で
す
ら
増
加
の
一
途

を
辿
る
も
の
と
錯
覚
し
て
居
た
。
戦
後
の
日
本
人
す
べ
て
が
経
済
の
永

遠
の
繁
栄
を
信
じ
て
う
つ
つ
を
抜
か
し
過
ぎ
て
い
た
の
だ
。 

そ
れ
に
し
て
も
バ
ブ
ル
期
に
は 

「
あ
っ
ぱ
れ
企
業
戦
士
」
だ
と 

“
ほ
め
殺
し
”
の
目
に
遭
い
、
不
況
に
な
る
と
「
働
き
中
毒
」
と
か
、 

「
後
進
に
道
を
譲
れ
」
と
言
わ
れ
、
手
に
馴
染
ん
だ
仕
事
か
ら
勇
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
人
は
多
い
。
知
恵
も
技
も
経
験
の
揃
っ
た
人
た
ち
を

活
用
出
来
な
い
社
会
は
何
処
か
お
か
し
い
と
思
う
が
、
如
何
な
も
の
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

さ
て
よ
く
考
え
れ
ば
、
自
分
の
人
生
は
自
分
だ
け
の
も
の
。
働
く
だ

け
が
人
生
で
は
な
い
。 

イ
ン
ド
人
は
三
千
年
前
に
人
の
一
生
を
四
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、

そ
の
生
き
方
を
教
え
て
い
る
。 

宗
教
学
者
、
山
折
哲
夫
氏
の
著
書
「
林
住
期
を
生
き
る
」
を
お
借
り

す
る
と
、
第
一
は
学
生(

が
く
し
ょ
う)

期
。
何
事
に
も
師
に
つ
い
て
学

び
、
技
を
習
得
し
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
活
を
送
る
青
春
時
代
だ
。 

第
二
は
「
家
住
期
」
。
結
婚
し
て
子
供
を
作
り
職
業
に
専
念
す
る
時

期
。
隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
、
先
祖
を
祭
っ
て
家
庭
を
維

持
す
る
。
以
上
は
普
通
の
世
俗
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
だ
。 

重
要
な
の
は
第
三
の 

「
林
住
期
」
だ
ろ
う
。
経
済
と
家
庭
の
安
定

を
得
た
後
、
家
を
出
て
や
り
た
い
事
を
や
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
慰

め
と
珍
し
い
出
会
い
を
求
め
る
旅
に
出
る
の
が
好
ま
し
い
と
云
っ
て
い

る
。 最

後
の
「
遊
行(

ゆ
ぎ
ょ
う)

期
」
は
我
々
凡
人
に
は
無
理
。
釈
迦
や

ガ
ン
ジ
ー
、
西
行
な
ど
聖
人
に
お
任
せ
し
よ
う
。  

 

さ
あ
、
吾
々
も
少
な
か
ら
ず
人
生
の
黄
昏
ど
き
と
遭
遇
し
て
居
る
こ

の
林
住
期
を
大
い
に
楽
し
み
、
妻
子
や
孫
に
自
慢
話
や
失
敗
談
を
利
か

せ
る
為
に
も
小
さ
な
旅
ぐ
ら
い
は
一
緒
に
出
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   皆様に支えられて天阿支部は41 年 

  ◆似ていることは嬉しい 違うことは楽しい・・共生の深化をめざして 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
 
 
 
 
  
                   
 
 
 
                            
 
                                                                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
 
                                                        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山々の紅葉が目に映える季節になり、例年より少し寒くなりそうな冬の訪れが感じられるようになりましたが、団員の皆様におかれましては、
如何お過ごしでしょうか。 
2010 年も残すところ一ヶ月足らずとなりました、今年も本当に多くの出来事があった様に思います。 
私達が住む日本は未だ「憂鬱な状態」から抜け出せず国内、外に多くの難問を抱え混迷の度合いを深めている様に見えますし、一国を代表する
者の立ち居振る舞いは国益はもとより、市民生活に大きく影響することを強く感じます。 
結論を玉虫色にし、決断・実行を先送りする政治体質から早く脱皮して欲しいものです。 
さて韓国は今、とても「元気」です・・・勿論、影の部分もありますが、日本に追いつけ追い越せの精神から明らかに、新しい方向性を見出し、
政治、経済、文化、教育等において「選択と集中」を実行し官民一体の新しい形を国際社会に見せ付けます。 
深く精査しないまま行動に移すと揶揄された時期もありましたが（韓国人気質か?）このスピード感が今日のグローバル社会にマッチしているの
でしょう。 ＩＭＦ騒動を思えば隔世の感があります。周囲を超大国に囲まれ又、先軍独裁政治を主導し、金王朝と表される北韓との間には 38
度線を有します。 
思えば国の運営に多くの困難が伴うことを想像に難くありません「哨戒艦撃沈」「大延坪島砲撃」など、北韓の暴挙を乗り越え、統一をも視野に
入れた国造りを期待したいものです。少し韓国を誉めすぎでしょうか。日本は先進国特有の諸問題があるにせよ、成熟した経済大国と表現して

も良いでしょう。その日本に存在する民団はこれからどの様な方向性を見出すのでしょうか、大きく変貌する本国と対等に渡り合う力量を持ち、
多様化した「在日」の人々が共鳴する理念を一日も早く構築し新しいビジョンを示さなければならないものと考えます。 
支部は団員の皆様と共に歩みます、「天阿だより」・「お知らせ便」等を通じ、できるだけ多くの情報を提供してまいります  
今後とも支部の行事にも積極的に参加され、ご協力のほどを宜しくお願いいたします。 
年末からインフルエンザの流行が懸念されます。体調に十分お気をつけ新しい年を迎える準備をしてください。 

追記   大延坪島において、犠牲となった 4名の方々に対し、心よりご冥福をお祈り致します 

                                     民団  天阿支部    支団長   金 致明 

2010 年 12 月 吉日                                  外   役員一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

民団 天阿支部  支団長  金 致明 

2010 年 12 月吉日                                             外 役員一同 

 

 

民団天王寺・阿倍野支部 

〒545-0001 大阪市阿倍野区天王寺町北 2-3-8 

在日本大韓民国民団 大阪府 天阿支部 

ＴＥＬ  06-6713-3505  ＦＡＸ  06-6713-3507 

 E-mail:  weloveｔena@osaka.zaq.jp.  

 

発行人 支団長 金 致明 

天 阿 
Ｍ Ｉ Ｎ Ｄ Ａ Ｎ 

だ よ り 

2010 年 12月 03日発行 第 20号 

号 

 

在日白書（朝鮮籍含む） 

項 目 2009 年度 

総人口 589,239 人 

東 京 114,961 人 

大 阪 133,396 人 

 

 

 

 

右より、金致明支団長 、金鳳出議長、
呉昌倍監察委員長、朴武雄副団長、金
希鍾副団長 

左より、劉茂宣本部監察委
員長、金炫秀本部監察委員 

８月 29 日（日）くまたボウルで 16時から、天阿 
支部青少年ボーリング大会を開催いたしました。 
今年は小学生の参加もあり、幅広い年代の青少年の
交流となりました。ボーリングの後、各成績ごとに
賞品をお渡しし、食事会をしました。 
来年は尚多くの青少年の方がご参加下さるようお
待ちしています。 

7 月１日本部より監察機関の支部訪問があり、意見交換いたしました。 

 

大阪本部主催 本国研修 開催 

10 月 24 日(日)～26 日(水)大阪本部主催により韓国おいて、開催され支部
からは 3名参加しました。3月の哨戒艦「天安」沈没のペンヨンド訪問は
悪天候の為、中止されましたが、平和展望台、統一展望台、戦争記念館を
回る「国防と平和」を考える研修でした。 

中央本部主催 本国研修 開催 

11 月 24 日(水)～26 日(金)中央本部主催によりソウルに於いて開催、支部より 2 名参加しました。前日に延坪島砲撃事件があり
緊張した中でのソウルでの研修でしたが鳩山前首相の講演や青瓦台訪問では、大統領との交歓会も行われました。 

 

天阿支部青少年ボーリング大会 開催 

11月 30日(火)より 3月 29日迄の毎週火
曜日(年末年始は休み)韓国語講座が開講
致しました。 
今回で 4 期目になりました。初級Ａ・初
級Ｂ合わせて 30 名近くの方が集まりま
した。 

第 4期 天阿ハングル講座 開講 本部監察機関 支部訪問 

2年後の本国選挙を
前に、模擬本国選挙
が実施されました。 
8月 1日から受付が
開始され、11月 14、
15 日領事館で投票
が行われました。模
擬ですが、大阪では
817名登録され、517
名が投票しました。 

在外国民模擬選挙 実施 

mailto:weloveｔena@osaka.zaq.jp


 
     
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   
                   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 支部は団員の皆様のご理解・ご支援・ご協力で運営しております、今後ともよろしくお願いいたします 

支部よりのお知らせ-Ⅰ 

○2011 年 支部新年会のお知らせ  日時 2011 年 1 月 19日(水) １８：３０ 

場所 シェラトン都ホテル大阪（上六）4Ｆ 

会費 ５，０００円 

 

○2011 年 韓国人成人式   日時 2011 年 1 月 9日（日） 14：00  

 場所  本部 5Ｆ 

支部業務は年末は 12 月 28 日(火)17 時までです。年始は 1月 5日(水)9 時からです。 

今月は皆様に団費のご請求をいたしますので、ご協力の程宜しくお願い致します。 

           時代劇ドラマがもっと楽しめる 

マンガ ものがたり韓国史〈コミック〉(国書刊行会) 

〈1〉檀君神話から統一新羅まで  

                 〈2〉高麗時代から朝鮮王朝の成立まで  

                     〈3〉高麗時代から朝鮮王朝の成立まで 

                    韓国歴史ドラマブームですが、その時代を 

      まんがでわかりやすく説明しています。 

       1 冊税込 ￥1,575 全三巻 

 

韓国の現代史を知るための絶好の本 

マンガ韓国現代史 コバウおじさんの 50年（角川書店）  
  新聞に掲載されていたせりふがハングルの 4コマ漫画を 

見開きの左ページに、右ページに生活に密着した近代の 

事件や政治を日本語で紹介しています。 

 税込￥880 

 

天阿支部婦人会忘年会（婦人会本部忘年会の中でします。） 

日時 12月 12日（日）午後 5時 30分 大成閣（心斎橋） 参加費 5,000円 

 

婦人会よりお知らせ 

本の紹介       

              

 

マンガでわかり
やすく歴史を記
した本の特集 

2011 年度在日同胞母国修学生・奨学生募集 

この制度は 88 ソウル五輪時、民団が推進した在日韓国人募
金運動の結果、設立されたオリンピック・ユースホステルの開
館 20 周年を記念した行事の一環で、2010 年～2014 年まで
の 5年間実施します。母国の大学校に修学（留学）している、
団員の子弟を対象とした奨学金です。 
 
1.応募資格  

①大学は 3 学年以上、大学院は 1 学年以上、予科がある医

科大学等、6 年制等の場合は本科 3 学年以上で、学業成

績が優秀な学生。 

②他の奨学制度を受けていない学生。 

③師範大在学生および韓国学（国文学・韓国史学・伝統

文化等）を専攻している学生は優先。 

2.支給金額と支給方法 

支給金額：年間 500 万ウォン 支給方法：年 2回 

３．応募期間 

 2010 年 12 月 1 日（水）～2011 年 1 月 31 日（月） 

４．定員 

 20 人 

詳しくは支部までお問い合わせください。 

☆最近、韓国の本籍地が行政区域の統合などで、

地名がかなり変わっています。パスポート申請

や戸籍申請される方は支部までお問い合わせ

ください。 

☆韓国戸籍の日本訳、日本戸籍の韓国訳をいたし

ます。困難な戸籍も整理致します。支部までお

問い合わせください。団員割引あります。 

支部よりのお知らせ-Ⅱ 

「飛 躍」        監察委員    金 東 佑 

新聞紙面を韓国勢が賑わしている。 

ゴルフトーナメントの話である。女子の(アンソンジュ、パクインビ)男子のキム選手等。彼ら同胞がトーナメントのベストテンに載らない日はな

い。特に女子の強さといったらない。今年、日本の女子ゴルフツアーは、全部で 34 試合。この内 17 勝は、外国人が制し、なんとその 15 勝は韓

国人が優勝をさらった。 

賞金王もこのままいけば韓国人選手になりそうだ。日本だけでなく、米国でもその力を存分に発揮している。この強さの秘密はなんなのか？以前

にも書いたと思うが、それはこの国の近代の歴史と思っている。それは長い長い貧乏国に喘いでいた我が国の厳しい時代に遡る。 

朝鮮戦争後朴大統領発令の下国民総動員の海外出稼ぎの政策に源を発する。劣悪な労働条件にも屈せず、せっせと外貨を稼ぎ、国に送金し続けて

きた先人の努力の賜物である。以前映画で見た朴正熙大統領の歌声が今も耳に残っている。「チャルサラボセヨ」「チャルサラボセヨ」それがまさ

にその時期を物語っているように思う。ここから今日の若者にそれらグローバル感覚がしっかり根付いて、何事にも物怖じせず活躍できている。 

その後、時代は言わずと知れたグローバル時代。 

特に新興国への出稼ぎの歴史が色濃く我が国に強力なアドバンテージになっているはずだ。 

アラブ諸国・インドシナ半島・フィリピンそしてお隣の中国でも韓国の若者が縦横無尽に暴れ 

まわっている。今や日本人に同情してしまっている自分がそこにある。 

もう一つ紙面を賑わしているのが、北朝鮮によるヨンピョン島の砲撃事件。 

テレビに出た時には、さすがに驚いたがこれ以上にエスカレートしないのは明々白々だ。しかし 

ながら世界経済の躍動が聞こえるさなか、まだこんな幼稚な行動を起こす北朝鮮に同胞として憐 

みを禁じえない。最早末期症状でそれは、断末魔の叫びと言えるのである。 

しかし、こんなアクシデントも決してひるむ理由にはならない。 

韓国は順風な国の勢いにされあに追い風が吹くはずだ。これは、国難に向かって国民一致団結 

する強力な材料になるはずだから。 

 

◆天阿想風への投稿をお待ちしております。内容は問いません、自由な意見をお寄せください。（匿名でもかまいません） 

 
 

 

 


